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イラク国家のなかで自治区の地位を固めることに関しては、足並みを揃えた。その成果が、上述したようなあたかも国のよう 自治区の登場だったというわけだ。東西に分かれた支配地域は、みかけ上再び一つの領域となった。　
だが、かつての停戦ライン付近




は、やがて、自ら導入した民主的な統治構造と齟齬を来し始め 。二〇一三年の議会選挙で、に次ぐ第二党に躍進したのは、ＰＵＫから分離した改革派勢力ゴランだった。長い交渉の末、第一党のＫＤＰ、第 党のゴラン、第三党に転落したＰＵＫが、共 連立政権を立ち上げることに っ がわずか一年余りでゴランは政権を
追われることになる。　
発端は二〇〇五年から一〇年に





ーム国」との戦闘に翻弄されるイラクを尻目に、早晩独立を宣言したいという姿勢をみせている。一方で、ＰＵＫやゴランは、国際石油価格の下落にともなう経済危機を背景に、よりイラク政府 協調路線に傾いて る。だが、それは、ＰＵＫやゴランが という国のなかにクルディスタンの将来を描いているからではな 。ＫＤＰが政治権力を手放すつもりのない現状で独立しても、自分たちは二流市民になってしまうという懸念があるなか、まずはイラク政府と交渉して石油依存の経済 立て直し、法に基づく統治をクルディスタン内部で実現すること 方が先決だと考えているからに過ぎない。　
つまり、クルディスタンにおけ
る独立問題とは、 「独立するかど
うか」ではなく、 「いつ、独立するか」なのだ。イラクの一部としてクルディスタンの将来を見いだそうとする声はほとんどない。むろん、独立しようと思っても周辺国や国際社会がそれを認めるか、という大きな問題が残されていることはいうまでもない。それ 同時に、彼ら自身がネオ部族主義折り合いをつけて 家建設を進めていけるかどうかが、将来を左右するだろう。　
そして興味深いのは、イラクと
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